
 

    

 

平成２８年４月２７日 

九州地方整備局河川部 

 

鶴田ダムの増設放流設備から初のゲート放流を開始 

 

記者発表に関する問い合わせ先 

 

 

  鶴田ダムでは、再開発事業により増設した放流設備が平成 28 年 3 月に

完成したことから、４月１日より新たなダムの運用を開始しておりまし

た。このたび、本日 17 時 30 分より運用後初めて増設放流設備からの放

流を開始しました。 

 

 

鶴田ダムの再開発事業は、平成１８年７月、川内川流域において記録

的な豪雨によりこれまでにない大きな洪水被害を受けたことから、洪水

被害を軽減するため、鶴田ダムの洪水調節容量を増やすとともに放流設

備を増設するものです。(別紙参照) 

 

  なお今回の放流は現在の降雨状況による貯水池の水位維持を目的とし

ており、下流への放流量は発電放流と合わせて１００ｍ３/秒程度を予定

しています。（増設放流設備の放流予定量：約３０ｍ３/秒） 

 

 

 

鶴田ダム再開発事業について 

http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/tsuruta-damu/index.html 
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平成18年7月、川内川流域は記録的な豪雨によりこれまでにない大きな洪水
被害を受けました。鶴田ダム再開発事業は、洪水による被害を軽減するた
め、鶴田ダムの洪水調節容量を最大75,000千m3から最大98,000千m3(約1.3

倍)に増やす事業で、平成19年度より事業に着手し平成28年4月から運用開
始しています。

※洪水期における最大の洪水調節容量

鶴田ダム再開発事業の目的

再開発後（洪水期）現況（洪水期）

死水容量 20,500千m3

洪水調節容量

※75,000千m3

洪水時最高水位（EL160.00ｍ）

EL131.40m

最低水位
EL115.6m

洪水調節容量

※98,000千m3

予備放流による水位低下
最低水位EL130.00ｍ

発電容量
2,500千m3

予備放流
による

水位低下

現放流施設現放流施設

EL133.00m

EL121.10m

貯水池の
運用変更

低い貯水位で放流

できるように

新たな放流管を増設

洪水調節容量と
発電容量の共有

7,000千m3

洪水調節容量と
発電容量の共有

3,000千m3

EL115.6m

堆砂容量 25,000千m3 堆砂容量 25,000千m3

洪水時最高水位（EL160.00ｍ）

増設放流施設

EL 95.0m

EL120.0mEL120.0m

・工事中の発電停止期間中は現放流施設から、
概ねEL120mで自然越流

H28.4運用開始

別紙



鶴田ダム再開発事業による宮之城地区（川内川35k200～39k000付近）での水位低下効果

鶴田ダム

宮之城地区

約13km下流

既存の鶴田ダムが無い場合の水位（推定）

約1.3m

平常時の河川水位

鶴田ダム再開発事業の効果
現在の川内川に平成18年7月と同規模の洪水が発生した場合、甚大な被害

を被った宮之城地区において鶴田ダム再開発事業により、激特事業（平成
18～23年度）後の水位から、さらに約0.5～1.0m水位を低下させます。

別紙



全 景 近 景

平成２８年４月２７日１７時４０分頃


